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１　本報告書について

２　平成２９年度下半期の財政状況について

（１）広域連合一般会計執行状況（平成３０年３月３１日現在） （単位：千円）

※端数処理（千円未満切捨）により合計値と一致しないことがあります。

（２）広域連合特別会計執行状況（平成３０年３月３１日現在） （単位：千円）

※端数処理（千円未満切捨）により合計値と一致しないことがあります。

（３）住民の負担の状況

ア　保険料

１９１，３３９人です。

険等の被扶養者だった方については、保険料が軽減されます。

上半期

上半期

この報告書は、「秋田県後期高齢者医療広域連合の財政報告書の作成及び公表に関

する条例（平成１９年条例第１９号）」に基づき、秋田県後期高齢者医療広域連合

（以下「広域連合」といいます。）の、平成２９年度下半期（平成２９年１０月１日

～平成３０年３月３１日）の予算の執行状況や財産の状況について報告するものです。

Ａ       

なお、この報告書で説明する広域連合の財政状況は、平成３０年３月３１日現在の

状況を記載するものであり、現金の未収及び未払の整理を行うための期間（「出納整

理期間」といい、平成３０年４月１日から同年５月３１日までの期間となります。）

の収入・支出は含んでいません。そのため今回記載している額は、決算額となるも

のではありません。

収入済額 Ｂ 収入率

累　計

185,293 466,583

下半期

(Ｂ／Ａ)

支出済額 Ｂ

下半期 累　計

99.6%

区　　分
予算現額

Ａ       

歳入合計 468,558

(Ｂ／Ａ)

執行率

281,290

区　　分
予算現額

15,298 283,057 298,355 63.7%歳出合計 468,558

歳出合計

150,214,652 98.1%歳入合計 153,131,412 79,217,505 70,997,147

153,131,412 61,485,412 73,545,879 135,031,291 88.2%

一定の障がいがある方で、平成３０年３月３１日現在における秋田県の被保険者数は
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後期高齢者医療制度の被保険者となる方は、７５歳以上の方及び６５歳～７４歳の

被保険者の方からは、広域連合が定めた保険料率によって算出された保険料を負担

していただいておりますが、所得の低い方やこれまで保険料の負担がなかった社会保



平成２６年度及び２７年度と平成２８年度及び２９年度の保険料率等について（単位：円）

出典：厚生労働省「後期高齢者医療制度の平成28－29年度の保険料率」

われた保険料負担金及び被保険者数は、次の表のとおりです。

保険料負担金の額及び被保険者数（平成３０年３月３１日現在）

イ　共通経費

の総人口割を５０％の割合で算出しています。

共通経費負担金は、次のとおりです。

高齢者人口： 平成２９年度負担金の基となる平成２８年３月３１日現在の人口（住民基

本台帳年報及び外国人登録者数）

総　人　口： 平成２９年度負担金の基となる平成２８年３月３１日現在の人口（住民基

本台帳年報及び外国人登録者数）

（４）財産及び一時借入金の現在高

ア　財産

円

イ　一時借入金

　　平成３０年３月３１日現在で、一時借入金の借入はありません。

ウ　地方債

　　平成３０年３月３１日現在で、地方債の借入はありません。

後期高齢者医療財政調整基金 2,722,231,000

区　　分 現在高（平成３０年３月３１日現在）

H26・H27年度

39,710 8.07% 39,710

H28・H29年度

所得割率 区　　分区　　分

45,289 9.09%

均等割額 所得割率

44,980

均等割額 所得割率

8.88%8.07%

被保険者数
（単位：人）

総人口
（単位：人）

H28・H29年度

均等割額 所得割率

H26・H27年度

均等割額

全国平均

秋 田 県
（市町村合計）

秋 田 県

保険料の徴収にかかる事務は市町村が行い、市町村は徴収した保険料を広域連合に

負担金として支払います。平成３０年３月３１日現在で、市町村から広域連合に支払

高齢者人口
（単位：人）

負担金額
（単位：円）

保険料負担金
（単位：円）

定められており、２５市町村による均等割を１０％、高齢者人口割を４０％、市町村

188,494

直接の住民負担ではありませんが、広域連合の事務経費を共通経費負担金として、

秋 田 県
（市町村合計）

191,3397,508,894,319

平成３０年３月３１日までに、市町村から広域連合に支払われた平成２９年度分の

各市町村が負担しています。共通経費に係る市町村負担金の割合は、広域連合規約に

1,036,369418,083,832

- 2 -



３　財政の動向及び財政方針について

最大の効果を得られるよう計画的かつ効率的な運営に努めます。また、制度の推進

に係る特別会計の財源は、被保険者からの保険料と公費（国・県・市町村）等によ

運営に努めるとともに必要な事務事業と各種広報事業等を実施しております。
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ものであるため、市町村の厳しい財政事情に配慮し、事務事業に対するコスト意識の

秋田県後期高齢者医療広域連合は、平成２０年４月にスタートした後期高齢者医療

制度の運営主体として、広域連合を構成する２５市町村と連携し、より円滑な組織

組織運営に係る一般会計の財源は、広域連合を構成する市町村からの負担金による

徹底を図りながら広域連合設立のスケールメリットを十分に生かし、最小の経費で

るものであるため、負担の公平性を確保し適正な財政運営に努めます。


